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 要  旨 
 
 近年のわが国の都市部の地域コミュニティの衰退に対して、地域主導による活性化へのアプロ
ーチが注目されている。特に、地域資源に着目したアプローチでは、あまりにも日常的であるた
めに、その価値を見落としているものを再発見をすることが活性化の鍵となっている。また、利
用者同士の新たなネットワークが構築されることにより、地域活性化が実現できる可能性もある。 
 そこで、本研究では、情報の蓄積・共有に加え、利用者間のコミュニケーションを可能にする
Web-GIS を設計・構築し、実際に地域コミュニティにおいて活用することを目的とする。また地
域知の例として、上記のように地域活性化を図るために、地域資源に関する情報を取り上げる。 
 本研究の結論は、以下の 4点に要約することができる。 
(1) SNS、Web-GIS、Wikiの 3つのアプリケーションを統合することでシステムを構築した。シス
テムの構造は柳澤（2011）とほぼ同様のものであるが、柳澤（2011）は情報の蓄積・共有を
目的としているが、本研究では利用者間のコミュニケーションを可能にするシステムを構築
する点において独自性を示す。また、システムの有用性として、①利用者による情報の発信、
②空間的制約の緩和、③人的制約の緩和があげられる。 
(2) 地域コミュニティにおける運用を行うため、運用地域として調布市を選定した。運用試験と
運用試験評価から得られた改善点をもとに、システムの再構築を行い、大学生以上の地域住
民を利用対象とし、90日間運用した。 
(3) 利用者を対象としたアンケート調査にに基づく運用評価から、既存の地図サービスや
Web-GIS と比較し、操作が容易であることが明らかになった。さらに、ソシオグラム分析に
よって、システム内において利用者間でコミュニケーションが行われている状況を把握する
とともに、時間経過とともに特定の利用者とコミュニティを構築していることが明らかにな
った。 
(4) システムの改善策として、投稿された情報のうち、コミュニケーションを活性化させるため
に価値のある情報がより利用者に発見されやすいようにすること、利用者に関連したアクテ
ィブがあった時に通知することがあげられる。 
 
 
